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研究の背景・目的
オーバーラップ包装した菓子類（チョコレートなど）で、ノシメマダラメイガが混入すること
が頻繁にある。こういったケースでは、包装を食い破って侵入したものと従来は考えられ
ていたが、包装の密封性に着目して実験を行い、包装の改善に取り組んだ。
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オーバーラップ包装のシール不良部から、
侵入しようとするノシメマダラメイガ幼虫
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研究の方法と結果
様々なエアリーク値（包装からどれだ
け空気が漏れるかを数値化したもの）
のオーバーラップ包装をしたチョコ
レートを用いて、１齢幼虫の侵入試験
を行った。
その結果、①幼虫はシール不良部か
ら侵入する、②包装の穿孔はほぼ無
い、③エアリーク値を100ｃｃ/min
（980Paの圧力で空気を注入した条
件）にすれば、ノシメマダラメイガの幼
虫の侵入はほぼ完全に遮断できる、
ことが分かった。

エアリーク値と幼虫侵入遮断性との相関
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